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高度経済成長期の地域環境の問題

https://otakara-aid.com/ より画像を所得

https://www.nagoya-info.jp/より画像を所得

四日市ぜんそく（ 1950年代末から1970年代）
戦後日本の4大公害の１つ。コンビナートの工場が排
出する有害物質の影響で多くの犠牲者が出た。

藤前干潟埋め立て問題（1984-1999）
名古屋市のごみ処分場として埋立て計画が
あったが、市民運動と行政の最終判断によっ
て計画は中止され、干潟が保全された。



国連「環境と開発に関する世界委員会」（通称：ブルントラント委員会）報告書「Our 
Common Future」において「持続可能な開発」が定義される。
1992年国連「環境と開発に関する世界委員会」（通称：地球サミット）開催。「リオ宣言」
及びこの宣言の行動計画である「アジェンダ21」の合意や「生物多様性条約「気候変動枠組
条約」が採択される。
京都市で第3回気候変動枠組条約締約国会議（COP3）が開催。京都議定書が採択。
国連「持続可能な開発に関する世界首脳会議」（通称：ヨハネスブルグサミット）が開催。
日本は「ESDの10年」を提案、第57回国連総会本会議にて「ESDの10年」が採択。
日本国際博覧会（愛・地球博）の開催（愛知県）
「自然の叡智」と「地球大交流」を理念の中心にすえて開催
生物多様性条約第10回締約国会議（COP10）の開催（名古屋市）
国連「持続可能な開発会議」（通称：リオ＋20）が開催。
国連「ESDの10年」最終年、「ESDに関するユネスコ世界会議」の開催（名古屋市）
UNESCO「ESDのグローバルアクションプログラム」開始
国連「持続可能な開発ゴール（SDGs）開始」（2015年～2030年）
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地球的課題解決のための世界の取組み



古澤礼太著「持続可能な発展への挑戦―中部
ESD拠点が歩んだ国連ESDの10年」 (中部大学
ブックシリーズアクタ 31)2019年風媒社

2007年： RCE中部（中部ESD拠点）の誕生
ESD（持続可能な開発のための教育）を地域で実現し
ていくための拠点として、国連大学が推進・認定して
いるRCE(Regional Centres of Expertise on ESD)中部
が誕生（中部ESD拠点の誕生）。

活動対象地域： 伊勢・三河湾流域地域

加盟団体数
78団体（2023年）：
主要構成機関：NPO/市民団体（41）、学校・研究
所（22）、行政機関（９）



12河川流域圏×３地点（上流・中流・下流）×3年＝100以上の地域課題

伊勢・三河湾流域圏で進めるESD活動（事例：2012年度～14年度）

上流

下流



中部圏SDGs広域プラットフォーム
（2021年に設立）
設立発起団体(順不同)
■国際連合地域開発センター(UNCRD)
■(国連大学認定 RCE)中部 ESD 拠点
■ローマクラブ日本(The Japanese Association of The Club of Rome)
■一般社団法人中部 SDGs 推進センター

https://chubu-sdgs-platform.jp/member_list/index.html

中部圏の自治体職員と企業を繋げ
るプラットフォーム

産官中心

教育機関・NPO法人の参加が少ない

https://chubu-sdgs-platform.jp/member_list/index.html


年次 参加企業・団体 来場者
2022年 120 13,633人
2023年 122 14,058人

SDGs AICHI EXPO 10月の3日間
（2021年からAichi Sky Expo（愛知県国際展示場）で開催）
各種企業、行政機関、教育・研究機関、 NPO/市民団体等が多数参加
https://sdgs-aichi.com/

SDGsを通じた
産官学民交流の場

https://sdgs-aichi.com/


SDGs未来都市

愛知県内では
以下の８都市が

■豊田市、
■愛知県、
■名古屋市、
■豊橋市、
■岡崎市、
■小牧市、
■知立市、
■西尾市

がSDGs未来都市

https://www.sustainablebrands.jp/news/jp/detail/1215351_1501.html より画像取得



愛知県の人間の安全保障指数
総合指数 全国第10位
命指数は全国トップ。しかし、生活
指数、尊厳指数は中位。
主観的な自己充足度は中位だが、
社会的連携性（３４位）が弱い。

命指数：健康年齢（男性３位、女性１位）
人口当たり病院、病床、医師数が少ない。

生活指数：障害者雇用率、女性の雇用率、ひとり
親の正規雇用率、高齢者有業率が低い。

不登校率が高い：小学校7408人(千人当たり18. 
4人）、中学校13367人(64人）(2022年度）

尊厳指数：刑法犯認知件数、
DV被害者の一時保護件数が多い。
子どもの自殺数が多い：20歳未満55人(2022年度）

理由は学校問題が44.9％
優先課題：NPO数、障害者雇用率、ひとり親の正規雇用

病院数、病床数の増加、運動能力の向上、
不登校率、子どもの自殺数

産官学民で「尊厳」への取り組みが少ない



不就学の外国籍児童のゼロを目指して
認定NPO法人プラス・エデュケート（豊明市）
特定非営利活動法人トルシーダ（豊田市）

日本で教育を受けた外国籍の方々の就職あっせん
グローバル愛知（名古屋市）



日本語指導が必要な児童生徒数不就学の可能性がある学齢期の外国人の子どもの数

尊厳指標の可視化 →  地域政策に積極的に利活用してほしい



「誰も取り残されない愛知」
2030年に向けて、これからの愛知県のSDGs

命、生活（経済）に関する項目も重要であるが…

より尊厳を重視する必要がある。
（外国人、女性、子ども、高齢者）

尊厳の指標に着目した政策立案をしなければ、明るい未来がない。
名古屋出入国在留管理局に収容中のスリランカ国籍の女性、ウィ
シュマさん死亡事件（2021年）の記憶もまだ新しい。
特に外国籍の人と共存・共栄できる社会構築を目指す必要がある。
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